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腰を労わりましょうひとこと

所属研究室では小胞輸送を制御する低分子量Gタンパク質Rabの
研究を行っています（Rab3やRab27はホルモンや神経伝達物質
の輸送に関与しているので皆様も耳にしたことがあるかもしれま
せん）。私は特にRabの活性制御とRabによる細胞小器官の動態
制御に興味を持っています。

研究紹介

学部生の頃、デンマークから大学の臨海実習所に来ていたクラウ
ス・ニールセン先生（当時81歳）とお話して、自分の興味ある事を
突き詰める人生っていいよなと思ったことがきっかけです。
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現在は培養細胞を用いて分子メカニズムの研究を行っていますが、
将来的には個体レベルでのアウトプットも見てみたいです。
（研究費の採択の有無よ、早く出てくれ）
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GFPで蛍光標識した細胞小器官Rabの活性制御のイメージ


